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潟
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／
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句
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潟
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＋
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。
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収
叩
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潟
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＼
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古
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↓
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、
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仏
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。
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＼
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＼
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仔
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司
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潟
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ぶ
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＼
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ご
と
は
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東
水
路
か
干
潟
K
A
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マキ．、た

、所
γ
」
「
ふ
か
ん
ご
主
し
め
問
。

、

去
ー
の
秋

οい
う
り
か
い
勺
ノ
守
中
、
ノ
〈
＼
と
ど
ソ

か
か
フ
た
。
ピ
り
／
ム
ー
を
あ
げ
た
の
は
、
実
。

糸
、
に
入
フ
寸
し
が
ヲ
ペ

カ
＋
と
入
れ
、
定
め
は
、

、
＼
オ
の
ぬ

l
x
y
mつ
両
側
＼
サ
ヘ
路
内
中
、
水

防
外
に
治
～
づ
た
品
川
町

um、
γ
l
l「
L
Aフ
は
汲
め

執
仰
が
づ
り
マ
、
m
M
箇
八代
が
え
人
で
り

3
v向

マキム

3
。

り
？
為
｜
、
あ
フ
た
／
／
＼
／
ベ
＼
｜
l

l

。

え
れ
て
来
マ
、
百
人
固
に
つ
く
ゴ
＼
＼
＼
を
除
い
り

マ
、
て
ノ
主
フ
Y
〕国人

3
と
せ
れ
り
た
っ
た
が
、
失

は
、
と
フ
マ
モ
／
1
1
I
X
L
入
る
を
ー
ん
い
ヤ
る
か

づ
た
。

L
点
以
（
、
以
町

E
フづ
L

知
フ
え
り
た
の
守
、

事
務
局
J0
4
n！
？
引
・
η
l
o
つ
6
中
尉
双
子

谷
津
干
潟
愛
護
研
究
会
一
川
一
、
互
刈

〒
抗
習
志
野
市
谷
津
三
よ
豆
l
十
二

tl
一
：
じ

電
話

O
四
七
四
｜
日
l
五
O
四
四
一
吾
川
一

H
1
刊

文
主
自
；
森
田
一
二
、
部
一
会
一
倉
山
川

介364」ち

Jq86.4.21 干
の
用
主
尽
ヒ
千
崎
明
は
き
す
ん
と
主
寸
づ
L

H
U
R
～。

かJ

す
が
い
川
、
ロ
ー
プ
、
ナ
夕
、
一
輪
百
寸
、

カ
マ
、
ハ
、
レ
マ
ー
か
倍
以
め
れ
た
。
千
我
ば

3
袴
類
＼
長
ぐ
づ
ば
之
一
符
類
。

殆
ん
ど
が
沈
人
？
ツ
（
、
動
ウ
ふ
り
ゴ

ミ
＼
。
ミ
了
ー
ト
物
r
H
U
こ

i
ル
は
、
ど
う
り
、
つ

め
げ
が
、
広
州
ソ
フ
ゃ
に
状
魚
川
市
し
内
包
に
烹
り

づ
り
寸
り

3
0
か
す
ず
り
か
最
在
使
A
7
A
、、

本
ん
ん
た
回
ハ
刑
ゲ
フ
セ
乙
一
つ
ず
つ
日
い
く
フ
た

り
、
石
？
か
ラ
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、
欽
庁
、
核
初
吹
る
γ

士
仏
フ
か
き
ふ
ム
L
「

L
U
っ
た
。

？制
U

づ、・少
L

ず
づ
、
ヌ
か

J

悼
決
刷
、
A
A
L
、砂

僧
ハ
《

l
、
、
イ
（
「
L

砂州
J

～
勤
手
A
A
L

た
o

yt
の
作
業
V
」
干
潟
句
、
夜
次
は
人
ハ
フ

E
殺
り

「

L
U
3
0
ザ
ず
づ
＼
イ

γ
学
、
レ
ム
ノ
ヤ
ク
ザ
オ
オ

ノ
が
イ
、
マ
テ
介
イ
、
ヤ
い
よ
μ
リ
ヂ
増
え
、
今

年
？
？
ぇ
、
と
う
〈
ノ
リ
が
み
え
ノ三官ノ

で
見
ト
フ
れ
3
h小
、
つ
に
ふ
フ
た
。

ゴ
ミ
は
、
県
企
業
乃
か
埼
〉
マ
U

フ
マ
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パ
爪
寸
り
き
す
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、
苅
？
L
X
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か
つ
マ
、
谷
洋
干
潟
は
コ
ミ
捨
「
L

場

ヲ
た
。

γ
T
れ
は
A
ア
ゼ
余
リ
惑
八
フ
マ
石
り
γ」
田
ぬ

、
フ
。
上
の
宇
宙
否
と
日
八
一
（
↑
卜
ざ
り
。
干
潟
を

と
り
巻
く
と
の
危
会
現
実
の
き
い
L

？

と
1

ば
狗
マ

2
0
ミ
ル
引
か

ィ
現
実
の
於
一
↓
ノ
ィ
ノ

ラ、
ν
伊
J

ィ
シ
ク
ぶ
の
で
考

3
。

ゃ
れ
、
買
主
B

寸
刊
に
、
棟
、
、
一
一
己
ご
月
八
定
た
、
方
針

悼
公
ん
か
へ
と
ム
z

ロ
フ
て
み
づ
L
E、
y
l
れ
は
額
面

D

G
れ
い

LfAり
、
。
不
渡
り
千
形
タ
た
チ
a

l

l

－
。

府
県
－

w

，

、

い

I
l

－－／

l

ト
々
の
弘
稲
川
進
；
キ
＼

J
り

キ
小
林
田
の
目
、
更
か
間
鼎
目
、

m
仰
に
ふ
っ
た
。
日
、
廷
の

穎
円
以
寸
開
拓
し
で
お

3
。
内
ア
の
崎
、
日
、
平
製
作
所

段
、
民
意
ぜ
便
々
、
所
を
キ
業
I
l

－－＼

／梢
裕
恵
被
官
へ
時
制

1
ム
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の
時
に
づ
け
始
め
た
。
芝
、
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l
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／
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で
あ
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潟
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－
叫
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。
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に
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／
｜
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の
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h
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／
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仰
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＼
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／
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叡
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／
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潟
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潟
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縁
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今
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潟
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＼
＼
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＼
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潟
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に
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、
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－
十
潟
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＋
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h
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づ
亡
h

円。

一 ー－－ーーー ー一一 一｛

N
丁

丁

津

田

沼

サ
ー
ビ
ス
で
、
ν
タ
l

一
八
ご
め
，h
口は、、

習
士
川
昇
ム
T
－
ぶ
注
川
ハ
一
フ
関
一

ヨヨ
ζ｜ れ
〈ご I I 

Jf Iム
守11 2＇、
の｜ ‘ 7
入II) I ¥_/ 

株I ~:, 
部｜ ／；

？｜よ
？｜長

ゑI ; 
／レ I3 

サ

干
の
あ
~ 

フ

マ
、）？｜

の

名
｜才

イ

レの言烹で、、、余、らここに主フクのヲ至。

6
R
l
日
（
日
し
。

F
R
2
日
（
木
〕

1
6月
3
日（
ψ
人
〉

ろ
一
問
、
ゑ
品
A
1

ぃ
疫
園
い
い
あ
っ
た
↑
め
の
仰
い
一
フ

国
ず
、

6
Rめ
！
日
に
一
細
川
開
放
～
ぐ
れ
ま

す
。
定
供
一
不
易
析
は
、
会
均
ゆ
ふ
間
人
け
什
け

の
、
ね
白
爪
V

－菜

r
f巧
？
↓
7
9

国
菅
、
津
田
沼
京
大
口
。
砥
川
向
吹
下
フ

フマ↓
1
ハ
＼
井
一
。
加
物
川
左
。

尚
、
水
耀
日
同
九
円
ぺ
休
で
寸

J

O

「
ふ
涼
－
寸
潟
の
〆
／E
C
た
ぢ
し

注
目
沼
取
司
、
ヌ
林
巴
の
？
？
－
－
J
l
の

州ハ－

7
国
の
ふ
中
長
代
よ

3
宇
宙
干
ヘ
コ
、
〉
テ
ス
ド
め
ろ
の
担
保
影
会

か
平
均
り
ま
す
。
信
マ
ー
ん
を
ど
う
や
。
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今ヰーネ刀めてノ~ dぃ、発生した内

斗
苧
取
材
局
0
4円
1
4
1
・
引
’
寸

O
ワ
5
中
村
綾
子

谷
津
干
潟
愛
護
研
究
会
一
例
一
工
丸

－Tm
習
志
野
市
谷
津
三
よ
豆
l

十
一
一
吃
一
、
ヱ
ロ

電
話

O
四
七
四
｜
日
l
五
O
四

空

宇

一

斗

：

・－

l
司
1
門

1

会
一
会
円

対ヲ3S8号

/qB6. 6. / 

y森
田

三

杯

大
生
貝

念
津
干
潟
に
、
新
た
に
海
甘
ア
の

種
類
の
。
事
ぬ
夕
刊
υ

発
生
L
ま
L
た。

ア
マ
モ
γ
」
り
、
フ
名
品
別
で
す
。
〈
ハ
ア
す
く

ヶ
月
ぷ
日
へ
日
）
に

4
4
j

く
、
買
っ
マ
り
ま
斗

70

よ
／
＼
認
さ
に
に
ノ
、
谷
、
計
段
ケ
所
で
両
党

生

L
マ
り
マ

d

め
か
岡
崎
L

誌
で
山
下
た
。

場
所
は
、
谷
津
高
木
学
校
前
？
十

潟
ウ
パ
フ
、
マ
ー
ア
ル
ス
カ
イ
ハ
イ
ク
に
か
け

マ
の
、
護
心
存
直
一
卜
。

同
時
u
k
、
ご
と
は
又
、
ト
ピ
八
ヤ
刊
に
い
フ
ワ

の
ヱ
八
回
に
ぷ
づ
マ
り
ま
斗
7
D
悲

〆
い
川
六
件
リ

く
と
、
次
ず
い
J

次
へ
と
げ
ヨ
、
ν
／
／
＼
ど
い

は
ね
て
、
あ
士
ノ
ご
犬
ノ
に
色
町
J
2
h
J
3
の
が

日
ん
い
吋
ノ
れ
ま
す
。
相
吠
勘
然
V

」
調
査
を
か
ね
て
、

ク
リ
ー
心
作
戦
士
続
け
て
り
ま
す
。

／ト

ム
ク
ゴ
口
、
つ
γ
7
1
つ
／
＼

リ
の
ト
ヒ
ハ
ヤ
。

水
の
上
は
げ
ヨ
ふ
／
＼
、

γ
二
『
一
段
跡
い
の
よ
う
に

は
巾
、
水
め
よ
は
エ
ラ
芝

倍
以
フ
て
は
つ
づ
」
ゆ
く
。
均

岳
の
上
宮
、
と

γ
は
市

3
0
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T
lふ1
i
T
I
T
1
4
1ふ1
i
T
i
l－十
l
＋
1
1
T
1
4
T
I
T
i－
十
1
1
7
i
T
l十
4
1
4

H

わ
か
る
授
業
社
会
科
公
開
研
究
会

↓
：
・
地
域
の
ス
も
先
生
で
す

「

T
＋
1
ふ！＋
1
キ
1
ふ1
＋
1
4
1
4
t
l
T
i
T
I
T
I＋
l
十’ふ
l

T
’T
4
1
4
1
l
T＋

社
会
科
学
習
に
お
い
て
、
地
域
一
四
年
生
は
、
「
東
京
湾
の
開
発
」

の
方
々
に
体
験
に
基
づ
い
た
お
話
一
の
勉
品
川
を
し
ま
し
た
。
今
、
習
志

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
一
野
市
の
面
僚
の
約
三
分
の
一
は
出

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
め
立
て
地
で
す
。
経
済
の
発
展
に

伴
い
工
場
や
団
地
を
つ
く
る
た
め

に
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

か
つ
て
は
国
道
十
四
号
線
沿
い
に

広
が
っ
て
い
た
海
。
海
水
浴
や
潮

干
狩
、
の
リ
の
養
殖
が
盛
ん
に
行

な
わ
れ
て
い
た
。
海
で
生
計
を
た

て
て
い
た
こ
の
地
の
人
々
が
、
海

の
埋
め
立
て
に
付
し
て
ど
の
よ
う

な
気
持
で
い
た
か
を
「
谷
津
の
海

で
の
リ
づ
く
リ
を
し
て
い
た
人
々

の
話
」
と
し
て
資
料
に
ま
と
め
ま

し
た
。ま

た
、
遠
浅
の
谷
津
の
海
は
、

今
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
烏

や
魚
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
干
潟

が
埋
め
立
て
ら
れ
ず
に
残
さ
れ
た

昨
年
の
九
月
i
十
二
月
頃
ま
で

六
年
生
は
社
会
科
の
授
業
（
公
開

研
究
会
で
も
発
表
）
で
、
「
戦
争

に
つ
い
て
」
勉
強
し
ま
し
た
。
公

開
研
究
会
に
は
、
金
子
静
子
さ
ん

に
来
て
い
た
だ
き
、
戦
争
中
ど
ん

な
気
持
で
暮
し
て
い
た
か
を
一
人

の
国
民
生
活
を
過
し
て
い
O

話
し
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
金
予
さ
ん

は
、
御
家
族
を
二
人
も
戦
争
で
亡

く
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
子
供
た

ち
の
生
活
、
勉
強
、
働
く
こ
と
な

ど
、
金
子
さ
ん
の
い
ろ
い
ろ
な
お

話
に
子
供
た
ち
は
、
声
も
な
い
ほ

ど
大
き
な
衝
墜
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
仁
、
体
験
者
の
お
話

に
よ
っ
て
、
家
族
の
悲
し
み
、
死

を
覚
悟
す
る
こ
と
の
つ
ら
さ
、
戦

争
の
悲
惨
さ
な
ど
を
実
感
と
し
て

強
〈
印
象
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、

子
供
た
ち
に
と
っ
て
何
よ
り
の
「
自

ら
わ
か
る
授
業
」
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

い
き
さ
つ
や
そ
の
自
然
に
つ

い
て
、

谷
津
干
潟
を
守
る
た
め
に
長
い
間

努
力
し
て
こ
ら
れ
た
「
谷
津
干
潟

愛
護
研
究
会
」
代
表
の
森
岡
三
郎

さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。
子
供

た
ち
か
ら
は
、
「
な
ぜ
千
潟
を
守

ら
な
け
れ
ゴ
な
ら
な
い
か
己

「今

ま
で
に
一
番
つ
ら
か

っ
た
の
は
何

か
己
「
自
分
た
ち
に
は
何
が
で
き

る
か
口
と
町
聞
が
続
出
し
ま
し
た
。

干
潟
を
見
同
干
し
て
観
察
し
た
り
、

保
護
に
努
力
し
て
い
る
人
の
話
を

聞
く
こ
と
に
よ
り
、
郷
土
を
よ
り

よ
く
し
て
ゆ
く
た
め
に
自
分
た
ち

に
何
が
で
き
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
が

考
え
始
め
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
と
い
た
方
々

（
五
十
音
順
）

普
蔵
氏

静
子
氏

昇
氏

栄
氏

保
氏

豊
吉
氏

幹
雄
氏

喜
作
氏

三
郎
氏

繁
作
氏

加
藤

金
子

金
子

三
代
川

三
代
川

三
代
川

三
代
川

村
山

森
田

矢
野

マ
レ
・
ウ
十
パ
ジ
ィ
プ
、

ν
小ノ・

新
｛
川
角
度
ず
甘
／

。

都

3 t;, 

一
子
潟
は
野
県
の
一
一

一
八一一
休

息

地

。ハ
jjxv
一

谷
津
干
潟
は
旧
谷

津
遊
園
の
南
側
、
埋
め

立
て
地
に
固
ま
れ
た
約

四
十
加
の
水
面
で
あ
る
。

干
潟
が
渡
り
鳥
で
一

番
賑
わ
う
の
は
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
こ
ろ

の
三
週
間
位
で
あ
る
。

北
へ
帰
る
前
の
冬
鳥
。

四
国
や
九
州
へ
渡
っ
て

い
て
、
カ
ナ
ダ
や
シ
ベ

リ
ア
に
帰
る
途
中
立
寄

っ
た
鳥
。
一
反
鳥
の
先
頭

グ
ル
ー
プ
と
、
違
っ
た
季

節
の
烏
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
や
せ
細
っ
て
渡
っ
て
き

た
鳥
た
ち
は
、
干
潟
に
数
ヵ
月
と

ど
ま
り
、
休
息
す
る
と
丸
々
と
太

っ
て
ま
た
飛
ん
で
ゆ
く
。
湖
の
満

ち
干
の
あ
る
砂
浜
に
は
、
カ
ニ
、

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
、
ア
サ
リ
J

湖

ふ
き
な
ど
見
ら
れ
、
目
、
五
月
頃

に
は
一

m
く
ら
い
の
カ
ニ
で
砂
浜

が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。
た
が
き
れ

い
に
な
っ
た
の
か
、
こ
の
冬
に
は

の
リ
が
発
生
し
た
。
埋
め
立
て
が

盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
こ
ろ
、
干
潟

だ
け
は
埋
め
立
て
ら
れ
ず
に
残
っ

た
も
の
の
、
す
っ
か
り
汚
さ
れ

昔
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

干
潟
が
可
愛
想
と
、
森
田
さ
ん
は

五
十
年
頃
か
ら
ク
リ
ー
ン
作
戦
を

始
め
ま
し
た
。
干
潟
の
そ
う
じ
は

夏
も
冬
も
続
く
渇
だ
ら
け
の
仕
事

だ
が
、
着
替
、
え
の
小
屋
も
な
け
れ

ば
、
泥
を
流
す
水
さ
え
な
い
。
そ

れ
で
も
中
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
続

け
ら
れ
た
。
人
の
手
に
よ
っ
て
汚

さ
れ
た
自
然
が
そ
れ
を
愛
す
る
人

々
の
手
に
よ
っ
て
生
き
返
り
つ
つ

あ
る
の
で
す
。

現
在
干
潟
は
、
国
設
鳥
獣
保
護

区
と
し
て
水
上
公
園
に
す
る
計
画

が
ま
と
め
ら
れ
、
関
係
省
庁
の
調

笠
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

． 

マ
マ
頂
り
た
か
、
改
め
て

。
干
潟
γ
」
、
市
民

の
歓
仏
、
令

y
x
Vフ
、
ナ
マ
の
受
左
足

づ
L

辛
〈
川
、
入
マ
＼
寸
L
h「
J

れ
、
た
。

大
滝
俊
隆
氏
。

取
岩
木
は
デ
ザ
イ
ナ

笥
や
ト
－
7
、
ν
J
1
y
ト
を
吹
く
人
、
シ
ャ
ム
ー
7m

l
T
あ
3
0

コ4
と
泊
り
た
か
／芝
、
ウ
サ
マ
Y
L

近
川
小
子
供
、

小
喝
〈
内
線
羽
田
、
潟
ス
キ
ー
で
、
え
た
い
つ
け
の

A
7
4
の
3
R
雨
明
、
初
め
マ
干
潟
に
来
づ
＼

マ
フ
そ
く
ク
リ
ー
ル
作
軟
に
念
加
l
て

く
れ
た
ロ

会
口
貝
に
ぎ
忍
フ
マ
に
く
刷
、
た
。

り
分
り
ち
ん
ふ
v
河
川
さ
ヤ
ナ

l
て
来
マ
U
3
0

げ
て
さ
り

3
0

ゐ
凧
戸
」
稲
川
放
が
が
し
い
フ
っ
た
リ
ー

ZJ盲
－
八
左
足

グ
ヶ
宣
八
友
↓
と
楽
l
hつ
に
L
マ
り
＋
ま
す

9

三
J

供
中
也
円
凡
広
ど
l

l

l

。
A
7
4
ま
で
に
る
り
、

新
l
v
角
度
か
ヘ
う
の
検
点
で
あ
J30

ザ イ J

伊
ナ
真
の
洛
亙
は
長
〈
、
今
ま
で
に
ぎ
ず

干
潟
、
特
に
、
ご
と
に
示
マ
σ

人
物
の
様
ウ
＼

ぷ
安
や
i

品
。
み
に
術
穴
吠
や
と
芝
大
ノ
、
字
L
殺
け

マ
い
り
て
d
o
T
l
k

て

字
L
た
人
に
字
宣
ハ
士
山
め
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コ
ア
フ
サ
－
シ
の
す
？
を
石
／
＼

S
R
E
日
（
臼
）
の
ア
、
万
。
外
泊
漆
干
潟
↓
久

の
会
め
作
業
↑

v
p

」
燃
え
＼
五
十
負
士
ロ
夫

氏
工
夫
に
古
布
技
の
人
工
海
冶
ペ
ペ
羽
田
丸
野

、
寄
り
）
へ
行
つ
た
。

去
年
、
こ
と
に
コ
ロ
ニ
ー
か
形
辰
マ
れ
た

の
で
、

A
ァ
手
ぞ
い
」
う
ず
γ
〕
同
ん
川
、
調
査
に

行
っ
た
の
で
あ
7

8
0

ハ
マ
℃
ル

7
f
は
ま
だ
っ
m
は
み
だ
フ
ヰ
ハ
ヘ
。

ゴ
＼
＼
＼

E
、
立
叫
ん
ヰ
と
同
様
ゼ
の
す
ご
り
且

E
r。

ゆ
っ
マ
は
ゴ
＼
＼
＼
γ
よ－－
E

冷
札
マ
マ
み

ほ
ん
γ
ご
い
、
ほ
ん
と
に
あ
り
が
γ
」、フー
1

1

0

告
勺
を
め
ぐ
フ
ウ
ヘ
企
業

h

イ
〉
」
盲
六
／旬

λ

か
い
｛
ノ
、
対
立ー

4

宰
務
局
0
4
ワ
4
l
e

幻
・
円
。
ヮ
6
中
尉
潔
子

谷
津
干
潟
愛
護
研
究
会
一
泊
一

L
q

－Tm
習
志
野
市
谷
津
三
｜
二
五

l
十
一

τd
一－，

Z1
 

．
電
話

O
四
七
四
！
日
｜
五

O
四
国
一
ゐ
寸
一

－

d
i
s
－－
’
｛

l
－

l

！

：

（

』

』

一

主

そ

一

千

斗
v

〈
責
森
田
」
一
一
都
一
乞
針
川

1q86 .G.15" 
ー
に
か

d
L
、
三
ロ
イ
ナ
い
リ
・
コ
チ
ぃ
ド
リ
・

コ
ア
ヲ
サ
乙
の
安
γ
」
士
宮
ノ
、
ど
（
れ
は
勘
八
に

淋

l
リ
ぎ
の
貯
っ
た
。

ー
時
向
程
一
一
人
で
来
ノ
り
た
が
、
ム
ロ
ナ

tpj
リ
め
高
木
へ
卵
3
3
t
ι
一
フ
国
人
づ
け
た

た
げ
だ
づ
た
。
土
ヘ
ム
斗
の
人
ハ
ア
墳
は
、
コ
ア

プ
サ
－
シ
の
逝
A

ゲ
却
当
六
法
あ
ノ
フ
た
め
に
。

少
時
司
、
コ
ア
グ
サ
－
L
m
つ士担
／は
み
｛
く
ぷ
か

っ
た
。
後
介
d
n
hノ

J4
m引
飛
ん
で
来
た
汐
、
〉
今
に

ふ
爪
は
す
代
目
人
川
方
琶
ず
い
L
I

ノ
で
、
ミ
モ
営
巣

L
T
り

3
コ
ア
ジ
サ
－
じ
で
は
ぷ
沙
フ
た
。

L
た
時

J

、
主
人
、
「
ん
て
く
れ
た
の
は
、
台
然
保

護
？
鳥
の
ご
Y

〕
は
匂
さ
知
い
ヘ
ノ
忍
り
、
於
一
九

の
主
得
た
け
た
フ
た
人
た
で
。

君
は
、
斗
潟
v
」
ご
と
に
来
玄
人
の
為
、
市
内
J

U
〈
勿
旬
り
た
。
要
昔
寸
に
埋

E
A、づ
L
U」J

ヘヴゾー

の
か
女
、
け
っ
こ
う
人
ん
気
、
が
あ

3
ん
だ
よ
。
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＼

へ
え
｜
、

y
（『つ、

融構鵬陣、
童 謡 午ー

百

ヤ
フ
て
み

τ介
J

ゐ
Y

め
ず
J

、～
／
L
り
ブ
十
か
来

た
。
ね
γ
」川フ
L
ょ
に
、

日
尺
持
干
潟
め
作
業
予

ν
？
の
細
川
の
り
マ
ヘ
ノ
人
忍
こ

と
、
？
フ
て
み
た
い
り
ど
り

、っ出
i
均

E
d生
が
油
火
h
ソ
刷
、
た
。

干
潟
の
す
ぐ
え
く
、
秋
津
四
丁
目
に

住
人
で
い
川
マ
ヴ
立
野
J

決
夫
幹
君
刊
に
。
寸
お

い
し
マ
ん
＋
協
同
の
ご
と
は
、
［
新
閣
で
知
フ
マ
た
よ
。

上
川
リ
潮
に
企
小
フ
マ
く
す

乏
の
大
群

潮
か
滴
ぢ
て
く

3
時、

rー
の
潮

mv
洗

れ
と
り
フ

L
ょ
に
、
無
数
の
魚
か
泳
り
で

入
フ
マ
キ
＼
ま
↓
7
9

イ
ナ
・
伊
ア
・
ャ
、
イ
プ
・
フ
り
ノ
コ
，
サ
り
バ

潮
溜
り
は
カ
レ
イ
の

子
社
以
か
う
」
う
よ

潮
対

J

引
り
た
後
の
湖
溜
り
に
は
、
力
レ

イ
？
ハ
刊
」
の
子
供
が
た
く
マ
ん
い
兆
一
り
で

り
ま
十

7
0
と
く
に
力
レ
イ
ノ汐
自
に
づ
く
。

〉
？
と
は
、
昨
牟
の
秋
よ
り
、
ピ
－
丁
ル

マ
人
で
り
つ
か
角
一
分
百
世
フ
マ
み
た
い
り
と
回
心

ウ
て
た

L
v
f〕

q

砲
が
ぺ
ー
い
っ
ィ

1
7
の埼
ハ
、

初
日
早
々
庁
、
ν
り
一
枚
で
ま
っ
呈
九
、
に
去
っ
て

決
木
ザ
プ
ミ
＼
芝
袷
づ
マ
り
た

D

観
察
、
庁
け

い
や
つ
ま
ん
忍
り
ん
た
フ
て
マ
ー
ー
ー
。

ぷ
ど
で
す
。
マ
八
、
水
m
つ
広
一
ふ
と
は
う
よ
う
に
し

て
カ
レ
イ
や
ハ
で
と
、
見
た
目
に
は
－小
か

リ
ま
せ
ん
が
句
、
＼
マ
ハ
W
3
め
で
＋
？
。

下
の
字
音
六
は

き
れ
り
に
し
た

砂
介
、
の
浅
瀬
で

米
ず
ま
め
3
色川

め
大
鮮
で
す
J
O

仲

v
石
、
レ
、
ν
介、

し／ 二／

守！
し／

5、核
の yヲ

コ引

を
徹

底

的
に
滑
川
恒
仰
し

て
ぎ
た
所
で
す
。
八
円
ア
牟
急
に
唱
え
て

す
ま
L
た
。
ぽ
一
く
の
子
供
母
え
が
主
糸
牛
ノ

で、

mwLω
川
区
芝
vr
」
フ
マ
り
ま
し
た
ロ
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野
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五
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四
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文
責
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ν

司
A
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勺
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昔、
一
リ
件

A
Z
会
今
門
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ル
建
設
予
偏
人
見
。

八円ア
ま
で
ヨ
－
－
J

か
十
パ
つ

「
L

り
た
が
、
ビ
ル
廷
判
－
成

の
為
に
叩
ノ
ルい
y

！
？
ー

で
井
、

a
g
Lを
し
た
。

V
L
L
た
じ
ノ
、同明
ハ
ガ～
ア

ヒロ
々
が
む
ヤ
で
ム
ム
ー
に
に

ふ
リ
、
八
円
7
4
壬
時
期
、
坦
今
立
て
直
後
の
よ

う
威
川
い
の
均
一
勧
に
パ
が
り
を
L

た。

巻
来
す
円
み
ず
な
ー
ー
ー
と
、
期
待
さ
ゼ
フ
マ
り

た
。
で
さ
、
や
り
ま
し
た
、
コ
ア

P
7
f更
は
『
帰

つ
づ
よ
で
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
、
ν
予
断
？
生
、
川
ハ
ス
や
管
切

一
ア
ジ
サ
乙
と
ど
L

の
旬
。
雷
」
古
で
の
、
音
常
生
句
、話

L
士
戸
、
支
3

川い
イ
ク
句
、
官
、
会
な
に
行
旬
、
＼
、
一
次
、フ
人
。
そ
ん
ふ
申
で
に
ア
き
か
、
入
す
J
D

づ
介

J

め
ノ
向
の
所
に
句
史

資
し

ク
駅
以
刑
の
コ
ロ
ニ
ー
＼

νT
う
で
斗
7
、

実
雄
材
、広

ご
と
に
、
駅
前
に
コ
ロ
『
丁
が
作

、
う
れ
た
の
で
斗
7
0

i
Lば
朝
日
丸
野
市
の
茜
浜
。、一反華人殺

の
寸
新
羽
目
丸
昇
駅
し
の
巴

2
則
。
児
、
難

4
出
寸
品
Y

川ハ
イ
ク

。〉

甲
ーピ、

に

L
「
に
仰
一メ
l
l
h－

W
E

ぷい
り所。

下

E
C
へ
束
、
汗
工
、
ゾ

ジ
～
一
ア
リ
ル
ゲ
）
の
、
H
U

竿
ふ
更
の
下
は
、
卵

d

や
と
暫
く

コアプサ－－
J

。後、
T
A

は
国
鉄

ム
双
葉
緑
町
奄
古
T
が
走
フ
「
L
U

卵
t
p」
砲
り
て

川
『ヘ
ω

コ
チ
い
れ
リ
V

し
そ
の
卵
白
ゆ
メ
ー
ト
ル
V
」

離
れ
ぷ
リ
所
に
コ
ア
ジ
サ
一
シ
V
ご～
J

ロ
ベプ
い
リ
の
東
芝
広
J3
a

3
。
ア
ナ
ウ
し
ス
の
す
ノ芝
刷
、
M

U

ゆ
へJ

守
口
実
梓
旬
、
忍
光
景
で
す
。

、、、、、、－・
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4
寸
れ
つ
皮
か
ふ
や
け
て
d

L
r
nヘノく
ゴ

3
拾
い
ど
と
や
号
、

4
4供

左
足
マ
に
す
3
V」
、
ポ
？
／
＼

γ〕

h
U
4均

台
サ
ぷ
ん
だ
す
生
あ
ノフ
た
が
リ
水
が
山
内
て

く」
d
Q
つ
ま
り
、
汁
ゲ
た
ま
っ
た
や
っ
た

＋
。
沙
げ
で
手
ノ
は
き
れ

υ
に
＋
公
言
。
昔
、
ゅ

爪
け
に
ぷ

τV］
リ
フ
マ
タ
」
、
ぷ
に
ぎ
吋
清
潔
と

い
う

’ど
で
は
ぷ
け
。
ほ
ん
γ
」
う
は
、
フ
ケ

u
 

H
H叫
刷
、

ρ》
《

r

‘、俗、4
 

付／
な
ん
内
に
と
足
、
っ
。
ー
ー
の
註
肌
に
、会
j

袋

に
ハ
ナ
士
つ
け
3
と
、
イ
ヤ
ァ
！
、
急

C
の

ナ

、

ν

ノ
り
～
ア
工

l
ツ
／
／。

づ
ま
り
、
何
ヶ
月
分
、
向
十
回
〈
力
ぎ
の

汗
の
乾
り
た
を
の
、
ク
凝
ハ
綿
セ
ム
た
エ
キ

ス
h
M
き
モ
ノ
ケ
ず
、
品
川
日
ク
リ
l

レ
作
較

の
汗
に
可
解
け
、
ピ
ー
の
そ
リ
↓
と
放
っ
す
い
フ
ベ

で
と

2
4、
干
の
A
／
士
、
変
か
い
う
け
の
取
寸
ふ

き
、
に
？
り
か
微
↓
と
喰
う
ん
た

b

か

dyわ
l

ー

ー

。

｜
｜
L

i

’「
l
i
l

t
－

－

－
 

す
ず
は
試
験
的
の
つ
yc
り

？

干

潟

、

の

b
ー
さ
ブ
ミ

vrリ
。
岡
明
石
ど
で

，

干
潟
ヘ
サ
糸
－
t
J
3
日一
旦
さ
写
今
っ
た
が
、
旬

ト
民
リ
芝
、
干
潟
に
投
げ
す
マ
ぃ
可
JA
寸
り
た

の
で
斗
う
む

マ
ホ
で
さ
片
フ
端
今
、
ぅ
沿
っ
寸
り
た
。

や
か
づ
＼
句
γ
］
か
る
い
つ
ん
す
と
企
菅
木
、
斤
乙

相
談
L
た
。
当
時
、
と
に
か
く
、
技
内
ソ
袴

「

Laり
で
く
ず
す
ご
に
入
h

T
ノ久
川
爪
小
ば

υ
り、
γ
」川、っ

μ
境
Y

」
束
、
回
大
。
て
お
そ
め
目

的
J

は
去
久

L
た
が
、
ム
フ
、
厚
味
、
、
的
知
、
／
＼

ブ、＼＼
t
p
」持

J

フ
マ
く

3
人
が
殆
B

え
た
の
で
す
白

連
午
白
、
活
＼
正
同
校
ゲ
わ

め
く
ず
か
ご
を
、

8
ロ
ペ
め
山
内
ミ
り
、
一
つ
ず
つ
撤
去
L
始

め
ま

L
た
ロ
そ
れ
ま
マ
ワ
ヲ
ケ
掛
川
中
内
フ
た
。

く
ず
ず
ご
を
E
E
U
た
の
は
、
路
加
列

年
め
要
。
県
企
業
今
〉
」
、
考
L
会
り
の

ト
一
、
企
砦
杢
勺
か
、
う
百
人
い
ノた
さ
の
。

そ
ん
川
ま
で
は
ま
有
＼
水
路
午
、
「め
と
U
ハ
川

、
護
ム
布
川
河
川
じ
り
り
ブ
ミ
ブ
ミ
？
と
＼
。

気
が
つ
り
た
、
目
ん
た
ま
ま
の
こ
と
を
き
ロ

υ
ま
i
L
I

、プ。

と
く
に
、

A
フ
め
与
す
mmげの
鞠
と
夕
、
万

T

潟
に
は
、
ず
ふ
り
の
人
ゲ
散
歩
石
ど
に

A
A

マ
いり
マ
ヴ
の
で
す
。
ク
最
長
ノ
本

r
L

「
千
葉
市
に
住
ん
で
い
た
と
ろ
年
、
平
潟
の
清
掃
に
取
り
咽
ん
で

か
ら
平
供
が
通
れ
ず
さ
津
平
調
に
い
る
人
た
ち
と
一
緒
に
、
毎
一
司

遊
び
に
来
て
い
ま
し
た
。
六
年
前
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
展
開
し
て
い
ま

E
E
B
E
B
E
E－－
E
E
，

す
か
、
徐
々
に
成
果
が
上
が
り
、

－
い

置

国

有

司

圃

今

で

は

塑

↓

層

化

さ

れ

て

来

ま

し

E

E

E
盟
国
園
田
盟
国
自
た
。
東
審
理
残
さ
れ
た
数
少

圏
平
潟
に
近
い
国
に
移
住
ん
で
な
い
平
潟
な
の
で
、
や
す
与
を

，
か
ら
、
平
潟
の
浄
化
と
か
か
わ
り

ー
与
え
て
く
れ
る
場
所
と
し
て
い
つ

（
習
志
野
市
秋
津
）
会
J

さ
つ
に
な
っ
た
の
で
す
。
長
ま
で
も
見
守

E
h」e

，

四
4
f
O
R
B
P
読
売
新
閣
内

り
う
の
は
、
旬
芝
散
来
ノ
す

3
風
で
芝

十
位
〈
、
た
た
干
泊
。
の
そ
ザ
ド
ヘ
、
互
ヲ
マ
、

何
気
る
く
見
つ
め
7
k
V
3
人
き
勾

J

く

り

3
，
と
り
、
っ
と
℃
石
め
で
斗
う
。

双
眼
鏡
や
望
遠
鏡
a
r
q
勿
論

寄
っ
て
防
る
U

D

h

に
か
い
フ
、
観
索
、
L
ょ

う
V

」
か
、
調
査

L
－
ょ
う
と

V
つ
目
的
主
白
川

識
す
い
う
で
は
る
い
つの
で
す
1

1

1

0

で
芝
、
戸
、
刊
に
、
俳
気
ぶ
く
そ
う
L
T

U
Z
こ
三
そ
う
、
X
L
A
か
ト
ト
ハ
ア
子
。

3'10 
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会
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m
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三
l
二
五
l
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電
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四
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m
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五
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四
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文
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一
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時
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ナ
宇治：

土津
見干

ま潟
に で

見物
今
て
ワ

円
－

H
8日

D

平
田
沼
、
高
校

ず
わ
の
潮
か
ま
り
の
中
。
い

ル
コ
、
つ
去
り
か
JF
ハ
ヤ
セ
乙

一
娘
ウ
ド
フ
の
み
入
～
ん
で
い
り
た
。

体
長
初
伽
ぐ
じ

J

り
の
、
ま

一

だ
小
マ
な
ど
の
で
す
。
〈
川
フ
ま

一

で
、
議
実
’」同ス「
L

U
ぷ
リ
。

γ
」
問

JrHれ
て
り
た
項
．
。
竹
守
フ

谷
津
l

干
潟
ず
「
ふ
が
人
ど
L

本
格
的
k
i突
入
し
ま
し
た

グ
勝
治
安
、
一
エ
ロ
を

L
之
、フ
ぜ
ケ
γ」

ば
、
長
攻
守
ん
の
よ
言
葉
で
あ
J
v
a
c

6
角
的
ノあ

3
日
、
戸
同
校
域
十
と
ん
は
旧
建
国

側
の
谷
漆
南
小
の
祈
ず
に
ノ
＼
干
潟
内
田
1

4
y
」
持
切
フ
マ
来
ノ
り
て
来
た
時
、
み
ず
ま

を
・
り
そ
L
予
に
り
て
d

本
走
見
に
、
一
＝
ロ
フ
た
。

J
L
フ中へ
ノの
東
側
き
で
、
プ
ミ
略
号
、
フ

と
思
フ
マ
白
人
づ
L

き
た
ん
た
け

γ
、
ま
す
で
秘

め
た
よ
う
に
き
山
町
り
ふ
ん
だ
よ
石
。
は
利
爪
て

く
す
プ
ミ
＼
ば
マ
、
時
リ
々
吟
え
け
い
り
り
い
、
や
ぬ

、
ス
サ
、
ど
し
人
で
寸
分
内
向
よ
。
い
γ
フ引に川、、「ん

之
、
こ
の
疋
で
、
こ
っ
ち
め
東
側
に
肉

L
て

ロ
マ
易
、

。
勝
利室、一＝

f
を
し
よ
う
、
い
や

わ
え
秒
。
八
円
フ
、
夜
な
、
あ
っ
ち
へ
西
側
）
芝

l~ ~ト

v
oで

た
く
中
、
に
γ
」
恥
九
り
た
。

会達三丁目

大蔵省官舎 合森田め l友

K 
→ 

放
め
よ
う
ひ
や
わ
、
ス
沙
し
、
ど
、
ヲ
ロ
い
り
中
必
ず
h
hノ

指
＋
ど
差
し
た
。
ご
れ
か
有
、
フ
沙
け
で
あ

3
0

、
突
は
、
函
詐
較
検
め
、
理
馬
場
側
で
最

初
に
4
A
私
的
に
ヱ
＼
＼
＼
も
と
袷
り
A
A
し
た
め
は

長
塚
斗
＼
＼
ん
ぶ
の
で
再
3
。
む
相
キ
疋
芝
、
ハ
り
つ
ず

は
や

Y
J、
っ
と
四
ル
フ
て
は
り
だ
が
、
中
々
そ
の
ふ

ん
子
ソ
ヴ
っ
か
石
か
フ
だ
め
で
中
め
玄
白

か
く
て
点
以
郡
給
料
川
突
入
せ

ye
長
り
て

~ 
〉《 プミ集め場

八
戸
フ
、
大
蔵
省
官
舎
前
ト
ア
」
マ
ん
に
、
コ
ミ
の
ム
A
U
B
容
に
大
空
く
、
芯
く
る
フ
マ

U
3。



卒論のテーマに

［
長
谷
川
、
衆
え

Z
D

千
葉
大
学
文
学
部
行
動
科
学
判
所
4
1
1。

ぶ
津
干
潟
保
、
誇
〈
煙
－
勤
♂
九
州
、
γ
」、市

民
や
行
政
の
動
ん
て
そ
L
マ
、
愛
、
議
〈
河
川
市
内
入

会
？
及
の
会
、
ふ
森
田

2
角
寸

J

え
か
一
ア
l

マ

と
の
と
γ
」。

と
く
に
、
森
田
の
行
動
カ
、
崎
熱
ゆ
I

川バイ

タ
リ
テ
ィ
，
，の
根
源
土
中
心
ぐ
フ
て
み
た
り
V
］り

本田カヨ手坊！

寸

ヒ

ム

l

マ、
ν
いい
’十
三
メ
ル
タ
リ
大
賞
L

に

挑

戦

L
寸
り
ま
す
。

4

件
、
団
内
生
川
、
立
4
h
ノ
や
活
動
も
ど
叫
材
料
に
し

マ
、
九
首
努

L
て
み
3

Y

〕
め
こ
Y
〕D

八
〔

7
、
せ
フ

せ
と
す
す
U
て
り

3
0

ミ
の
大
悟
ハ
は
、

訣
夫
新
聞
危
V

」
カ
ホ
府

、ワ引
υ
ス
山
小
、
ν
サ
l
vい
る
フ
づ
L
い
り

3
ゼ
の
／

資
格
は
す
へ
岨
か
け
で
、
賞
金
は
一
千
万

円
。
締
切
り
ば

q
R初
日
常
νt
う
で
。

ず｝切な除、

／七夜 lJ 7 °レセ、、；／kで

t. ＼）長Lノj道のりの一宝塚ーで、はう D

で、さ校念否の）ま、置宅友とす、、？ちんど、i5く、

クリージ作戦、 lこ十分使 l）切れる iノこ Yでもす。

3勺jγ→ー」

あお卑＜ 1l 具置き場すい谷えし l ） .~＇ ,t ＇：ァ 。中々 の ／＼レサムです。／やイク晃子せで、

ほんとうに宿募金う。

す。

う
P

I

l

l

y

ん
や
仏
ご
之
、
当
人
に
さ
す
フ
ザ

リ
八介
い
う
る
り
め
に
l

l

l

、オゎ
／Y
口－
L

イ
J

／
／。

で
E
、
預
μ
刊
の
芳
斎
に
ど
の
よ
、
フ
に
吠
マ

d

オ
、
す
t
フ

X
倫
ア
＼
吠
百
十
め

J7
Q
す
ん
ザ
仇
、
長

谷
川
君
、
土
哲
人
で
協
力
す
3
ト
ヘ
君
芝
、
、
平

J

論
と
斌
臓
で
丈
、
変
だ
？
っ
て

明
日
生
大
学
の
i

社
会
争
料
、
粥
川
直
哉
吾
川
”

に
絞
り
て

2
度
目
。

3
＋
司
、
奇
好
守
る
よ
う
に

9

本
国
守
ん
介
、
〉
？
の
一
千
万
↓
と
ん
ナ
に
久
本

玄
の
を
酌
け
3
A＼
く
、
森
田
ハ
司
会
ア
図
的
に

力
士
、
ハ
れ
て
協
力
し
「
し
い
りま
斗
う

D

対
小
術
協
ハ
向
当
W
I
s
h－＼

A
V
＼
人
ハ
フ
ま
で
の
純
盈

士
、
説
明
L
て
き
ま
し
た

D

会
教
コ
仰
が
ん

ど
」
の
山
川
祈
呆
勺
ノま
で
よ
く
、
頂
付
＼
、
現
情
へ
、
句
界
内

半七
ー符
極
的
。
J
U
ふ
く
て
ノ
γ
」
ぞ
〈
月
三
し
り
ま
し
た

D

つ
り
先
頃
ま
で
放
涼
に
住
ん
で
U
ま
し

た
か
、
八
〔
フ
改
，
埼
手
の
布
川
、
一
中
に
引
婚
し

史殺した与、麻実で、＂、舟にします。

本
田
守
ん
は
、
奥
童
文
浄
土
害
り
マ
り
ま
す
。

L
フ
ず
り
わ
、
本
田
マ
九
、
、
足
暖
L

コベ
d

よ。
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γ

務官勾
0
牛
円
4
1

・引’
η
t
O竹
1

5

出
l

対
窓
子

1q~ b. 8. 2+ 

。

谷
津
干
潟
愛
護
研
究
会
一

ω

一
号
習
志
野
市
谷
清
三
｜
二
五
｜
十
二
却
主
ム

電
話

O
四
七
四
！
日
l
五
O
四
国
一
凶
一

一
件
官
界
一

4
！

大
安
・
森
田
三
時
一
会
一
釦
m

あ
す
ま
宏
一
つ
り

Y
L
ず
し

毎
年
恒
例
の
、
十
め
ず
ま
口
径
り
γ
て
し

ず
の
星
組
刈
ふ
キ
＼
か
け

l
R
m
に
行
ぷ
わ

れ
ま
L
た。

八円7
4
で

q
4目。

長
塚
、
大
滝
、

7P川
、
出
l

対
（
主
碍
）

1

合
川
（
主
鴻
）
、
子
供
宮
人
、
森
田
で
作

ム
b 
J で

ん

の
~理、
夜、

やり、

ふ見
に1'

， 

け
ノ
土
よ
ー
し
芦
八
。

ヨ－－
／
と
い
沢
木
γ
）
什
で
作
っ
た
、

自
然
同
%
と
涼
味
刊
U

済
主
へ
の

り
そ
L
ず白

毎
年
、
干
潟
に
来

3
U
3
ん
夜
人
守、

一
夏
の
直
射
日
え
の
芸
十
＼
手
い
う
守
フ
「
し
り

3
ん
で
↓
う
よ
。

づ均
／
明
げ
の
幅
六
、
ヨ
－
－

J

の

E
吹
十
＼
？
眠
v
期
利
U

回
東
芝
い
り
リ
の
で
斗
7

0

A
ア

で
は
す
フ

Avy
干
潟
、
の
免
物
に
ぷ
ソ
ま
し
に

-’ a・・・－－一 戸，

－・..._ 

っ
考
耳
、
ア
ッ
コ
ヂ
易
し
と
め
す
ゴ
の
で
巧
3
0

痛
～
マ
ヴ
た
い
に
、
広
は
い
り
つ
主
同
λ
Z
G

そ
ふ
爪
で
、

生
々
、
aL
リ
え
跡
が
あ
フ
マ
、
、
え
の
プ
、
ど
が
金
否
，
ご

え
づ
る
と
、
寸
ム
ロ
マ
ん
、
天
気
で
い
り
3
ん
た
ぷ
み
」

寸
l

l

l

、
あ
あ
、
ま
だ
来
て
召
し
り
ん
だ

ぷ
易
、
ど
う
L
た
に
人
た
ち
、
っ
か

J

、
匂
か
あ

っ
た
人
た
て
ご
っ
歩
l

l

l

L

。

と
足
、
っ
。
で
と
．
こ
の
γ
〕ミ

3
ツ
レ
ゲ
ぷ
す
っ
た
。

、

J
u、つ
L
た
め
ず
や
仏
為
、
体
で
ぎ
百
九
U
の
す
十
八
割
お
し

X
田
川
ヲ
マ
、
こ
ウ
一
問
菅
ご
芳
さ
し
た
。
そ
し
た
じ
ノ、

一
通
林
、
寸
ム
ロ
で
ん
の
縄
張
り
し
と
り
う

封
勺
り
崎
明
ケ
？
と

L
た
庸
へ
か
て痛
み
、
ム
病
庚
に
～
遭
っ

v

片
が
あ
る
。

そ
れ
芦
け
で
、
お
治
＋
速
な
み
人
志
、

マ
、
り
V
8
と
の
こ
と
。
み
ん
志
、
l

心
配
し
て
い
りま
す
。

干潟はム bセムσ〉散今コース

ー
み
た
L
は
ゐ
、
汗
さ
で

L
よ
ハ
ノ
令
く
の
が
丈
存
き
た
い
向
、
健
義
夫
忍
ん

F
で
す
っ
マ
。
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家
い
え
り
の
小
敬
へ
斗

とゅうにす

それで、芝時々 、力、

ヲレ、コ、、リコ、、リぞューうとゴ、ミづい当3o

0 'lコ

旬

L
7、
わ
伐
の
、
一
反
は
、
イ
め
ま
ん
ま
す
ぐ

目
黒
え
、
l

初
め
マ
Bんた。

、
部
つ
を
め
同
？
に
ム

護岸ずラケし高金木 l工、、、

~翁スさえーが徒大弓 o

ご
う
l
k

マ
、
一
フ
一
つ
上
に
引
き
↑
め
げ
マ
り

く

合
人
は
、
ご
と
ま
で
が
大
、
変
。
と
の
一
つ

一
つ
め
く
り
え
l

＼
五
十
か
七
十
点
υ

一
万
が
ふ
。

フ
マ
釆
マ
斗
4
j
L
つ
づ
り
だ
め
か
ん
す
う
、
句
匹

ぎ
の
力
こ
が
、
が
マ
が
エ
ル
γ
〕
り
つ
ー
に
上

と
の
ヂ
盲
六
の
所
は
、
私
の
由
氷
点
υ
ぃh
ノ
川

の
桜
川
ド
ヘ
す
人
下
り
て
σ
。

メ
ー
ト
ル
ぎ
な
い
ソ
。
た
が
、
う
、
ク
マ
4
ナ
？
ク

す
っ
l
明
快
に
や
必
フ
マ
、
オ
ベ
7
、ν
ベナ、
ν
ま
で

ご
ー
ー
に
／
＼
没
、
フ
木
、
担
ノ
の
Y
L
ば
に
は
、
フ

ワ
、
コ
、
＼
＼
袋
ヤ
一
輪
車
き
荷
号
、
均
下
た

。
ゃ
長
、
刈
＼
フ
マ
す
た

／
＼
扶
ノ
リ
可
け
ぐ
。

ナ
ム
『
『
／
ま
で
り
「
む
の
で
あ

3
。

と
積
人
で
あ
3
4
A
め
南
に
F
L
、
魚
か
旭
川

で
お
で
ん
の
上
で
コ
ー
に
｜
＋
と
供
人
で
り

’ 

誇岸の）丘＜（ l工、余リにをゴぞ

ウ、、γどペ、潟ス宍一歩、、たま与志し）。

3
V」
、
力
こ
が
え
そ
茂
久
三
の
－
－
E
t－

－

。

太モモ、 fol安まで児につかって係業。
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水． . .±.. 草・・ー．．．．． 辺，オくの今っ、く

す
宇
一
務
局

o斗
つ

4
，
幻
・
円
O

マ
6

中
村
容
子

宮川都子さんす植九た yョウブ〉

＼レ今は豊 lこ丈せく、こル芭りと Q
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三
時

クミ
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混j幸

霊童干
0 里子 J川
四市 J
七谷安否

四雪護
51 I 
｜二研
五五斗喧
0 I J五
四十八
四一三マ

1qir q. I 

大
主
貝
・
中
級

メ
ゲ
力
の
ゅ
ん
を
作
っ
て
小
ラ
、

ぎ
う

5
4干
に
る
っ
た
。

スコ
h
ソ
サ
／
と

一
輪
車
で
作
り

キ」山

la－
－
、
た
ヘ
。

埋
め
主
寸
怖
八
と
い
り
う

所
で
、

ν
T
L
7
L
一
同
水
だ
け
で
、

は
た
L
マ
水
ウ
溜
づ
る
か

d
L
y
x

以

T
令
半
疑
で
で
ゥ
で
／
＼
V
」

件
リ
ま
L
た。

『
ン
ョ
、
ワ
プ
色
、
ホ
テ
イ
ア
オ
づ

芝
、
等
、
乙
マ
ヨ
か
ノ
サ
ゼ
、
耳
次
に

生
大
間
企
来

3
ミ
γ
」
が
J

、町宮入、一社マ

A
、

キホ

l
L
穴
い
。

ふ
｛
「
に
す
乾
一
ざ
き
フ
下
、
月
一

め
立
て
抑
一
の
中
の
メ
か
J

力
の
沖
ハ
マ
ム
九

A
7
h
万
り
水
互
の
奥
ま
っ
た
所
。

干
の
両
側
は
小
高
く
マ
ー
一
愛
市
7

が
す
れ
ω
マ
ウ
ヘ
ザ
よ
う
に
長
フ
マ
り

3
0

川
一
、
平
川

手一

J

費
「
門

八
代
ア
ハ
一
会
一
門

i
l
l
・
も
し
、
被
郷
の
干

一
－
一
ロ
一
潟
が
ベ
ド
ロ
や
ゴ
ミ

一
ド
ヘ
一
ピ
埋
ま
っ
て
死
滅
し

；

－
 

で
宮
人
一
つ
つ
あ
る
の
を
久
レ

F

二
六
一
ぶ
り
に
見
た
場
合
、

－一

「
ト
I
、
自
分
だ
っ
た
ら
ま
ず

こ
何
を
す
る
か
と
考
え
て
み
る
。
泥

＝
に
ま
み
れ
な
が
ら
ゴ
ミ
を
拾
う
だ

一一
ろ
う
か
。
た
ぶ
ん
嘆
き
つ
つ
も
あ
－

こ
き
ら
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

こ

V
平
楽
の
習
志
野
市
に
住
む
森
田

二
三
郎
さ
ん
は
、
あ
き
ら
め
な
か
っ

一
た
。

東
京
湾
の
広
大
な
埋
め
立
て

一
地
の
中
に
、・四
角
い
池
の
よ
う
な

一
形
で
取
り
残
さ
れ
た
平
潟
が
あ
っ

一
た
A

日
出
谷
公
園
の
二
倍
ほ
ど
の

一
面
積
の
平
潟
は
、

惑
臭
を
放
ち
、

↑
生
き
物
の
姿
は
な
か
っ
た
。
幼
い

一
こ
ろ
共
に
暮
ら
し
た
平
潟
の
う
め

z

一
き
声
を
、
、
森
田
さ
ん
は
き
い
た

二

V
森
田
慌
の
運
動
は
単
純
明
快
だ

一一
っ
た
。
ど
ろ
ど
ろ
の
汚
泥
に
身
を

＝
投
じ
、
黙
々
と
ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と

＝
だ
。
空
き
か
ん
や
古
自
転
車
を
拾

h
－
一
う
。
腐
敗
し
た
ナ
マ
ゴ
ミ
の
山
に

l
－
一
挑
む
。
古
畳
や
冷
蔵
庫
や
建
築
用
一

圃
一
の
廃
材
を
ロ
1
プ
に
く
く
り
つ
け

て
岸
に
あ
げ
る
。
拾
っ
て
も
拾
っ

て
も
ゴ
ミ
は
捨
て
ら
れ
た
が
、
拾

い
ま
く
れ
ば
道
が
開
け
る
、
と
自

分
に
い
い
き
か
せ
た
V
最
初
は
気

恥
ず
か
レ
か
っ
た
、
恥
ず
か
し
い

と
京
う
自
分
が
く
や
し
か
っ
た
、

と
森
田
さ
ん
は
い
う
。
拾
い
集
め

た
ゴ
ミ
の
処
理
に
役
所
は
そ
っ
ぽ

を
向
い
た
。
た
ま
り
か
ね
て
、
ゴ

ミ
を
役
所
の
玄
関
に
ぶ
ち
ま
け
て

「展
示
」
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た

V
十
数
年
た
っ
た
。
森
田
さ
わ
ん
の

職
業
は
新
聞
間
違
か
6
タ
ク
シ
ト

運
転
手
に
変
わ
っ
た
が
、
平
潟
を

救
F
h
J

仕
事
は
続
き
、
仲
間
が
ふ
え

て
い
っ
た
。
平
潟
は
今
、
よ
み
が

え
り
つ
つ
あ
る
。
ハ
マ
シ
ギ
や
ウ

ミ
ネ
コ
が
舞
い
、
ト
ピ
ハ
ゼ
や
ボ

ラ
が
泳
ぎ
、
カ
ニ
が
群
れ
、
ア
マ

モ
に
魚
が
産
卵
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
埋
め
立
て
ら
れ
る
運
命
に
あ

っ
た
腐
臭
の
地
が
鳥
獣
保
護
区
に

生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

繰
回
さ
ん
は
い
っ
た
。
「
自
然
保

護
と
い
う
の
は
、
結
局
は
自
分
を

裁
く
、
自
分
が
何
を
T
る
か
を
問

い
つ
め
る
、
そ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ

な
い
で
す
か
」

V
最
近
、
事
件
が

あ
っ
た
。
み
な
で
干
潟
わ
き
に
建

て
た
プ
レ
ハ
ブ
の
作
業
小
屋
が
徹

去
さ
せ
ら
れ
た
。
緑
地
整
備
の
場

所
だ
か
ら
だ
め
だ
と
県
は
い
う
。

役
所
も
か
た
く
な
に
な
ら
ず
、
息

の
長
い
浄
他
作
戦
の
た
め
の
拠
点

を
率
先
し
て
造
り
、
市
民
に
提
供

し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

lq~b 朝
団

寸新
乙8）苅
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フ
ク
口
、
つ
℃
ア
オ
パ
た
ク
中
と
愛
｝
つ

玉
十
ム
風
土
ロ
夫
氏
。

「
l

l

l

ど
み

L
た
ん
で
す
ず
み
、
回
東
瓜

υ

フ
さ
販
た
そ
う
る
、
表
れ
自
で
み
ま
け
に
頑

つ
守
主
マ
え
忍
U

わ
し
と
森
因
。

中
め
ず
ま
星
・
り

vt
し
ず
の
白
ー
で
、
五
十
ム
岡
崎
氏

十
＼
＼
す
ず
大
滝
一
一
ず
ず
づ
ナ
i
Aん
今
（

り
や
為
｜
、
あ
ん
ま
り
小
ず
《
い
り
で
き
ち
っ

と
し
た
作
リ
め

J
D
知
い
っ
せ
殺
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で
と
、
公
団
ゲ
何
回
芝
、
一
E
フ
て
く

3
の

で
、
木
気

T
aと
田
川
い
っ
、
み
ん
る
に
相
談
L

八
〔
フ
ヂ

5
6
手
前
に

E
、
日
ふ
話
～
路
公
団
・

前
田
建
設
・
竹
中
上
木
す
A
r
I業
員
ヒ
主

機
類
＋
と
投
入
L
マ
協
カ
（
「
し
く
帆
ま
し

た
。
均
れ
山
一
加
ぎ
を
立
マ
ウ
に
ゴ
ミ
ム
と
す
く
い
り

と
3
川
パ
ワ
ー
に
自
左
足
一
点
っ
た
き
の
で
し
氏
。

井
一
回
目
ば
、
か
考
木
町
子
供
達
ど
り
つ

L
ょ
ド
ヘ
、
令
同
ク
リ
l
、ν

つつづぺjのザジヤレマ沙、 yヨウつい

にXまつ可、オくの中！この土産て、。て
み
ま
し
た
。
義
一
人
x
l
「
仁
実
在
ば
ぷ
く
、

支
ロ
ん
で
協
カ

L
て
頂
く
と
Y
」に

4
り
ま
し
た
。

作
戦
芝
、
苛
孟
l
マ
り
ま
す
．
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地
位
の
由
来

一一

ーニュー

「
習
志
野
」
と
い
、
2
m名
は

明
治
天
皇
亦
陸
軍
の
演
習
を
規

察
し
た
際
に
、
「
己
れ
よ
り
こ

の
地
を
習
志
野
原
と
名
づ
け

よ
」
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
生
ま

れ
た
。
ま
た
「
猿
田
沼
」
と
い

う
町
名
は
、
明
治
二
十
二
年
、

谷
津
村
・
久
々
田
（
く
ぐ
た
）
村

．
鷺
沼
村
・
大
久
保
新
田
村
が

合
併
し
た
時
、
谷
津
の
津
、
久

々
田
の
回
、
鷺
沼
の
一
を
と
っ

て
「
津
田
沼
」
と
し
た
こ
と
に

よ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
す
で

に
第
6
固
で
書
い
た
。

と
の
習
志
野
で
そ
の
次
に
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
な
の
は
「
谷
津
」
と

い
う
町
名
で
あ
る
。
伺
と
い
っ

て
も
数
年
前
ま
で
は
、
谷
津
遊

園
と
い
う
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

で
多
く
の
人
々
を
集
め
て
き

た。こ
の
「
谷
津
」
と
い
司
品
名

は
地
髪
善
寺
量
的
な
も

の
で
、
低
湿
地
滑
を
意
味
し
て

す60号1qzt.g.28 ソーファミ
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谷津干潟は貴重な
昔の面影を残している。

mi孟孟霊孟
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／
＼
血
p

J

3

、．d

が
明
美
去
を
川
官
、
〉
し
っ
た

ふ
津
3
寸
目
当
に
考
言
及
の
木
ナ
、
ぅ
、

り
ぽ
L
て
づ
ま
人
？
と
つ
寸
り
っ
た
。

路
加
足
ι
千
に
ん
今
度
が
殖
、
え
た
時
は
初
L
仰
例
ぐ
ハ
『
ノ

υ
し
が
あ

yま
せ
ん
で
し
た
。

ゲ、
A
フ
ば
斗
う
っ
チ
リ
↓
人

キ＼
／
＼
広
フ
て

、
之
岱
午
ぐ
い
つ
り
め
為
マ
・
・
ト
ヘ
る

y
、
と
ん

さ
リ
ヒ
t
は
っ
て
あ
り
ま
斗
う
，
o

ど
こ
ス
J

す
づ
ゆ
ノ
時
、
、
、
爪

V

」
見
た
h
h

ノ伐
4L
出
ペ
ず
つ
い
」
ザ
／
＼
〈
i。

払
刊
の
木
か
ヘ
ミ
ル
爪

U
や
た
ま
と
ノ
答
り
と
足
り
ま

L
た
。

骨
集
め
は
次
々
顎
I
n
J

子
供
の
墳
、
治
連
午
干
潟
、
す
ク
ふ
か
Jμ

ど
し
ι
呼
附
・
爪
寸
り
た
時
代
に
は
、
時
々

イ
ル
カ
や
太
守
尽
海
舟
メ
ゼ
手
ハ
↓
江
田
心

せ
て
り
た
。
あ
3
／片
口
一
風
の
自
に
は
、
木

物
内
ノ
ク
ジ
ラ
守
、
、
ぇ
漂
￥
宿

L
た官

骨
内
心
山
て
き
た
所
は
、
長
、
り
同
ぶ
浄

遊
園
の
ブ
＋
＼
捨
て
場
で
み
つ
た
。
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さ
か
ら
え
ず
、
昭
和
五
十
七
年

に
閉
園
と
な
っ
た
。
五
十
九
年

に
は
京
成
線
の
「
谷
津
遊
園
」

駅
も
、
「
谷
津
」
駅
に
変
え
ら

れ
た
。
か
な
り
還
く
か
ち
見
ら

れ
た
観
覧
車
も
今
は
な
く
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
建
抗
原
挙
ん
で
い

る。
己
の
谷
津
遊
園
の
跡
地
に
面

し
て
、
か
な
り
広
い
平
潟
が
残

さ
れ
て
い
る
。
と
と
が
「
谷
津

干
潟
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
所
。

周
囲
が
ど
ん
ど
ん
埋
め
立
て
ら

れ
て
い
く
中
で
、
首
の
面
影
を

残
し
て
い
る
買
意
若
手
潟
で
あ

る。
乙
の
平
潟
を
愛
し
て
も
う

い
る
。
台
地
に
入
り
込
む
湿
地
十
年
以
上
も
ク
リ
ー
ン
作
戦
を

で
、
田
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
展
開
し
て
い
る
人
が
い
る
。
森

多
い
。
関
東
の
中
で
も
乙
と
に
田
三
郎
さ
ん
と
い
う
。
で
と
も

千
葉
県
に
多
い
地
名
で
あ
る
。
の
頃
潜
ん
だ
平
潟
が
次
々
に
埋

谷
津
遊
園
が
開
園
し
た
の
は
め
立
て
ち
れ
る
の
を
見
て
、
や

大
正
十
四
年
の
こ
と
。
一
大
海
む
に
や
ま
れ
ず
ゴ
ミ
姶
い
安
婦

浜
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
と
し
て
有
め
た
と
い
う
。
当
初
は
誰
も
見

名
で
あ
っ
た
。
昭
和
八
年
に
は
向
き
も
し
な
か
っ
た
が
、
次
第

野
球
場
が
完
成
し
読
売
ジ
ャ
に
協
力
者
が
増
え
、
谷
津
平
潟

イ
ア
ン
ツ
安
口
宿
所
と
も
な
っ
は
き
れ
い
に
な
っ
て
い
っ
た
。

た
。
い
わ
ば
巨
人
軍
の
発
祥
の
谷
津
平
潟
に
、
「
谷
津
平
潟

地
と
も
い
え
る
所
だ
。
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
心
」
と
い
う

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
に
は
看
仮
が
立
っ
て
い
る
。
次
は
そ

1日，
XU3”ヨ

の
一
部
。
森
田
さ
ん
の
心
が
伝

いじ
つ

り

わ
っ
て
く
る
。

仙
川
M
h

町

我
坦
（
に
な
）
わ
ん

負
い
し
来
り
し「

ふ
か
ん
ど
」
の

痛
み
と
重
荷
を
想
い
な
ば

彼
我
の
輿
も
無
か
る
べ
し

地
元
の
谷
津
小
学
校
で
は
、

毎
杢
森
田
さ
ん
を
招
い
て
谷
津

平
潟
の
勉
強
を
し
て
い
る
。
子

ど
も
た
ち
は
皆
、
森
田
さ
ん
の

熱
い
心
に
共
鳴
す
る
と
い
う
。

（
千
葉
大
助
教
俊
・
谷
川
彰
英
）

「
ゴ
リ
ラ
の
骨
で
は
」
と
騒
が
れ
た
ス
ナ
メ
リ
の
蹟
が
い
骨
と
、

畑
り
起
こ
し
た
中
村
崎
4
4
君
（
左
）
と
影
吾
君
兄
弟
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タ
疫
が
キ
マ
爪
り
る
日
。
作
業
を
燃
え

マ
、
十
治
相
↓
と
渡
フ
つ
に
く
ゴ
尽
ド
ヘ
当
フ
マ
ル
休

人
で
り
た
。
ふ
芝
、
丸
事
L
Y
」
士
、
す
っ
す
っ

Y

」
句
か
が
石
垣
の
斜

E
t－
掛
り
た
ロ
鉄

板
か
す
め
Q
ノ
ウ
ミ

3
が
フ
マ
け
っ
た
か
γ」

由
んぬ
ウ
丈
ヘ
。

〔
マ
＼
少
は
吋
く
す
マ
u
y
x
－執
r

守
、
首
寸
の

す
内
み
ヴ
た
U
に
弗
ノ
リ
マ
、
か
け
「
L

り
く
。
何

γ」
〉
今
K
A

爪
は
、
カ
メ
た
っ
た
め
制
作
。

中］2C帆、長ーせ之OC守Y¥,どうし）o

力、メすクサフう、、メで、しょう D

ぶ
＼
洋
干
潟
で
ば
今
ま
で
、
～
一
一
一
将
一
類
め
大
マ
マ
の
カ
メ
ー
を
果
て
り
ま
す
。

告はりっぱD l） りま L1ミナ。

m
4
J

盲
ス
上
ぼ
堤
防
の
上
今

う
Q

下
は
す
ぐ
近
く
す
い
つ
。

点
配
は
、
力
で
い
い
会
A
＼
円
ノ

念
達
子
治
相
再
生
の

J

碍
、実

A
3
ご
と
〉
＼
手
供
遣
に
路

中
仏
、
市
動
か
し
惑
い
リ

f

搭
畑
町
、
ウ
み
づ
川
川
マ
ル
爪
7

、
ご
＼
〉
」
で
す
。

れい、

で
す
。
そ
爪
い
は
単
に
、

寸
劇

珍
L
り
台
お
か
未
ら
り
と

撤

ば
大
較
に
ぷ
り
ま
て
ん
。
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潟
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＋
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／
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守
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ぷ
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表
わ
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。
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、
ス
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V
4
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、
げ
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ゐ
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向
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づ
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ミ
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キ
｜
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人
は
の
＼
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ナ
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τ
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。
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い
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ヲ
ゃ
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ス
て
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か
る
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寸
と
リ
ど
し
ど
で
、
ぽ
く
斗
建
の
返
し
の

作
宏
、
岡
本
文
、
更
氏
ガ
干
潟
へ
森
田
に
会

υ
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
。
釆
潟
＼

計

児
、
童
文
学
卒
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L

「
L
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昼
間
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セ
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、

一一、
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せ
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G
A
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句
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回
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専
の
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t
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℃
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両
で
は
り
づ
く
ほ
り
づ
っ
、
こ
人
る
－
夏
の

一
騎
さ
と
り
づ
芝
日
人
被
け
て
い
り
で
。

中
人

R
P。
庁
し
は
あ
の
入
詣
～
一
貯
去
す
中
人

得
せ
れ
に
。
た
だ
、
日
犬
づ

L

り

3
冷
げ
で
い
け
。

む
く
ノ
＼
1
1
V

」
、
場
き
の
ザ
マ
σ
、・
2
ょ
っ
台
り

入
品
足
一
酌
え
が
A
A
「
L

U

3
工
、
ザ
し
、
つ
〉
匂
l

、
れ
た
け

で
か
宏
指
川
り
か
す

3
0
－
久
気
今
、
力
引

U
A「に

く匂ヘ
o

l
－

－

b

寺
内
為
、
お
ぶ
刷
、
入
v

酒～酌字削ーよ、

あ
り
ず
Y
）
、
っ
。
八
（

7
4
t
雄
、
母
弓
幼
女
＋
と
百
人

せ
て
く
A
「
＼
ぶ
つ
か
I

＼
く
、
、
つ
仏
、

l
いりよ

D

、、プ可 Tケグそう、、、み言 () lミマベt玄

l

l
」
有
矢
野
え
は
、
オ
レ
を
、
タ
！
？
レ
か
プ
リ
ラ
の
よ
今
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｜しj
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！？、公花与
！こ’L輪マ

。左 γ

み
人
向
奇
り
て
l

1

1

0

ミ

サ
キ

l
大
ノ
市
r

人
は
勺
、
ν
ナ

め
上
で
わ
ん
わ

L
τ
l
N

た
わ
。

ど
あ
？
t

、
う
ん
ま
く

υ
く
う
、
作
山
川

3
、
っ
つ
ー
。

3つt

んと

lごめ三
¥. J ク.＇J
フロ L ) 

l:J:° I イf
l J I℃、ん

唆｜る
り 11 為
しま
言

ーん
h

に
か
い
う

D

介
、
了
ナ
、
使
っ
て
く
ホ
マ

あ
り
が
と
う
。
首
寸
尤
い
う
、

γ
』
フ
マ
ゼ
U

U
，気
持
で
L
I

、
つ
。
ヒ
付
ハ
リ
ゲ
げ
ィ
チ
ク

鳴
り
マ
い
つ
与
、
り
け
日
除
。

未
す
か
ん
、
角
芳
、
ス
え
ん
の

か
ふ
主
ノ
l

l

l

。

8月lZ日 （日月けめ白）

寸
と
り
ど
し
い
」
せ
、
回
以
く
斗
達
の
涼
し
の

作
宏
、
岡
本
文
賀
、
氏
ず
干
潟
ヘ
森
田
氏
会

ハ
り
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
。
来
潟

Q

m入
、
童
文
学
宕
v
u
l
k
「
L

高
治
昼
間
中
小
セ
ん
、

ほ
ん
〉
」
に
す
み
ま
せ
ん
。
A
フ
4
Z
T
句
友
芝
来

づ
す
ん
で
す
そ
。
v
q
L「

L

回
下
、
専
の
度
転

の
練
習
t
lづ

L

り

3
Y〕
の
と
℃
。
本
サ
ム
ム
ぬ
寸

ホ
た
の
は
ヱ
手
〉
一
問
、
中
配
世
、
売
に
る
り
ま
し
た
ロ

ム
ぬ
ー
ト
キ
マ
ん

ム
中
ん
ぐ
ん
す
、
字
音
ス
の

芋
を
使
フ
て
わ
い
h

ノい
L
中

ζ

作
フ
7
L

く

A
3
v
t
う
で
す
。

ム
中
ざ
ん
は

3
4
v一
則
に

ぎ
わ
に
ノ
い
に
土
佐
り
ノ
、
、
4
L

れ
を
目
人
て
み
ん
径
炭
山
川
内
し

て
し
ま
り
ま
L
た。

殺
津
支
’人
八
ハ
7
A

（
く
す
め

木
会
）
の
一
副
A？
片
手
久
で
ん
。

わ腰と
ゆ）立の
3 や人..... 『、、

子.~受
託弁会、
Lνi J 
J，。： 三
リリキら

L
1
5
っ
L
や
り
ま
斗

7
よ。

υ
リ
土
丸
一味
で
去
フ
か
ふ
り
人
。

ミこ る
ノミ経九、、
j i失さ、
のか
，ぃ E長
ミヌ長ソ
は＼＼ τ豆

大｛ご
身 Yτ
疋Z 〆＼～

の
物
左
利
用
L
「
に
向
か
い
っ
作

3
4
7
守
防
～
す
は
、
本
当
に

教
え
う
れ
3
ミ
γ
」
ず
勾
J

い
り
。

ー
生
活
安
」
菌
室
か
に
す
ざ
と
は
勾
か
l

l

l

し
、
ム
也
ー
マ
ん
Y
」
い
り
う
人
ば

一
つ
の
敬
一
木
さ
苅
コ
寸
り
て
ω
。
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勺、
干
潟
の
伶
業
に
￥
（
与
え
マ

ご
の
向
、

q
月
別
日
に
成
第
周
の
注
射
さ

L
マ
ぎ
た
。
種
田
せ
ん
、
松
枝
、
守
人
、
森
田
の
三

人
で
谷
津
保
健
痛
快
に
行
っ
た
。

実
ほ
と
臥
は
、
種
団
マ
ん
蓬
の
ば
す
、
う
り
に
よ

マ
d
y
の
で
あ
り
、
戸
、
、
フ
、
ず
っ
〉
」
川
会
則
か
、
九
ノ
注

射
さ
｛
マ
好
く
よ
う
に
ム
蓄
財
ホ
マ
り
た
の
で
あ

3
e
種
田
マ
ん
私
板
、
下
人
、
心
配

L
マ
く
ホ
マ
ピ

、
つ
き
あ
り
ず
Y
」
う
ご

γ
U
T斗
7
．

A
A
L
「
L

頂
り
マ
す
み
ま
せ
ん
。

志
金
ま
で

で
お
亡
、
す
苧
勘
人
、
宰
A

、
ス
マ
み
A

爪
伸
明
、
干
潟
mv
作

‘、‘、、、、．
〉
1
・J
U

J

’’
 

づ
〈
小
自
動
古
T

デ
度
草
に
坦

5
5
4ト
点
、
フ
に
し
「
L

待
寸

L

い
h

ノ
ル
ベ

寸

U

た
。
匂
勾
引
μ

ラ
ス
ぱ
尽
く
、
’
P
ア
タ
」
同
寺
つ

教

L
。
U
つ
の
墳
か
月
ノ
こ
う
る
フ
た
か
知
ゲ
ぶ

まわりの草土、らにはパ、？？ゃコ;t0宍い

かりマ、よく子イ失走すい Yこりにきマりた。
オヲ3可8"5 

事
務
局
0
牛
ワ
ナ
引
・
η
o
つ
6
中
村
淑
子

谷

津

干

潟

愛

護

研

究

会

一T
m
習
志
野
市
谷
津
三
｜
二
五
1
十
一

電
話

O
四
七
四
！
日
l
五
O
四
回

川
一
Z

1

4
一

は

魯
只
一

・l
牛

A
Z
一念

m

l93LI0.6 

大
主
貝
森
田
三
坪

業
は
ナ
マ
ム
場
ず
堤
、
ス
忍
り
め
で
お
ノ
マ

d

s

え
B

T
」
ト
今
、
v

↑牧

t
r一
へ
投
げ
た
喝
、
防
問
時
吸
を
均

フ
づ

L
L
ヰ
よ
り
、
少
時

J

危
か
上
ま
い
ヲ
広
か
っ
た
。

ゴ
ミ
＼
〉
」
ハ
リ
っ
「
k

芝
、
金
一
く
マ

β
」
昨
吹
石
ゼ
の
す

勾
り
の
？
‘
ク
リ
｜
、
レ
作
戦
士
逐
行
で
さ
え
司
後

、耳て
V

」
L
マ
？
っ
マ
ち
升
J
b
r
る
に
ノ
ふ
り
ぷ
亡
の
。

ね
か
不
精
の
為
に
廟
守
ぷ
が

l
寸
り
た
の
才
h
J3
。

人
写
貝
句
民
B

～とんぷ
C
B
r
へ
い
非
や
フ
マ
み
し
リ
マ
下
マ

日
計
一
一
一
同
一
の
注
射
に
よ
q
h
λ

了
す

τ
そ
の

で
、
一
盲
目
な
一
ヶ
月
後
、
一
－
一
回
目
は
一
牟
徴
主
j

。

保
険
は
守
き
ま
せ
ん
。
一
回
国
は
－
一
千
円
で

L
た。

x
l
A
に
L
「

t
t
、ず
U

八
勿
傷

Z
L
マ
キ
＼
↑
ハ
ヘ
石
あ
。

¥ ) 。

A
7
は
子
供
品
え
の
混
引
い
道
国
ハ
h
k

広

フ
マ
リ
て
d

。

、
ボ
ヲ
く
れ
自
動
古
↑
の
す
ぐ
、
勺
キ
＼
に
、
星
川

セ
〉
～
ー
に
た
ゴ
＼
ミ
の
ム
が
あ
3
。

り
っ
さ
日
λ

マ
U
た
。
一
向
択
の
向

b
？
、
フ
、

各
自
こ
の
車
左
見
去
す
ゲ
句
作
業
で
あ

J

っ
た
。
ご
と
に
一
輪
車
？
潟
ス
キ
｜
士
宮

キ
＼
屋
夜
に
時
計
、
午
乳
、

h

／
寸
了
ス
、
食

介
ぞ
の
、
4
7
ゐ
ぐ
り
ぷ
ど
の
荷
物
を
め
で
た
。

屋
根
の
欽
板
は
、
百
久
的
ノ
太
陽
？
煤
げ
、

手
で
鰍

τγ
」
魚
川
寸
っ
た
。

－
a

／
｜
卜
は

L
っ
か
り
L
寸
リ
マ
、
み
め
宙
ナ
的
ノ
ピ

γ
」
り
、
一
袋
、
入
た
υ
程
引
に
。
雨
や
ぜ
り
ぎ

L
た。

る
ん
た
か
ん
だ
す
3
う
す
、
リ
つ

L
今
、
こ

の
ぷ
フ
く
爪
、
自
動
車
に
愛
着
す
い

h
・

a

．，

J
h
仰
く

よ
う
に
去
コ
マ

L
ま
っ
た
、
夏
の
想

γ＆
た
。



赤ちゃん、見つけた

サ
リ
介
二
一
V
フ

rり
、
子
供
ぎ
り
っ
ぱ
り

〈
戸

7
4さ
メ
小
J
4
ρ

の
車
検
に
、
サ
リ
か
二
ゲ

た
く
マ
ん
亙
ま

Am
た
。
水
足
に
行
く
V
」
、
パ
ツ

パ
り
と
、
水
め
P
！
？
砂
廿
l

沢
＋
と
』
奔
リ
上
げ
て

逃
げ
「
に
し
り
く
の

tthよ
く
あ
す
っ
た
。

子
供
洋
一
木
爪
v
b
認
で
ん
津
～
が
た
く
マ
ん

目
人
代
末
マ
、
〉
〕
フ
マ
ヤ
フ
寸
り
た

9

ピ
1
1
寸
、
情
ん

か
冷
り
の
か
実
態
、
一
区
芝
U

る
／にる
っ
た
。

・318 

サ、リカ、二の
あ

ま
J
S

bや

ス
＼
均
＼
王
の
ヨ
一
シ
キ
ソ
の
当
小

つ
月
、
A
A
b
貝
の
長
塚
乏
士
口
氏
ず
払
動
弁
～

中
、
オ
十
パ
ヨ
矛
宍
リ
の
巣
左
目
ん
づ
け
た
。

場
所
は
げ
バ
め
の
す
ぐ

4
く
。
づ
り
数
日

vR

T
マ
は
ヨ
コ
／
が
す
伐
つ
「
t

り
た
。

Y
ご
も
ど
守
山
川
り
に

刈
っ
寸

L
ま
っ
た
の
で
＋
め
づ
ら
。

古
木
の
所
、直
差
別

開
ぐ
、
う
り
の
世
代
み
土
作
L

マ。

刈
フ
た
人
は
、
楽
か
あ
す
の
汐
あ
か
つ
マ
、

Y
ミ
だ
け
保
L
た
の
か
ん
す
う
。
ヶ
、
出
来
一ぱ
叉

白
人
え
。
中
対
応
子
マ
ん
か
心
配

L
て
見
に

行
っ
た
。
近
ず
く
と
、
ふ
た
親
沙
あ
ご
す
よ

う
に
唯
一
、
守
る
か
じ
ノ
あ
ち
ご
す
Y
＼

で

E
、
ヒ
ナ
＋
蓬
門
司
無
辛
口
、
三
同
ツ
大
ヘ
め
で
す
。
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勺、

巳

潮
は
大
潮

お
格
音
頭

併

の

え

干
潟
、
一
一
旦
ぱ

Yちの方め堤防！ミ「59-t狩入口 _J'l幸之rJt¥"1. 

上乞えって LJ -:5めは末ラ伝達LJ舎であ'30 l) 10 

と
れ
ば
土
日
の
給
格
主
目
頭
の
一
箭
ー
で
あ
J
3。

L
ず

L
Aフ
は
、
ど
（
め
一
般
を
面
影
そ
ふ
り
。

当
時
、
ぶ
津
一
十
潟
か
「
ふ
か
ん
ご
し
Y
〕
汗
ば

れ
マ
り
た
墳
は
、
あ
の
、
広
中
入
な
干
潟
は
市
民
の

山～一足
υ

？
あ
ヲ
た
。

γ
」
く
に
、
私
＋
達
子
供
V
」って

は

T
、
つ
で
あ
っ
た
。

＋
不
銅
色
め
子
供
宇
疋
に
Y
〕
フ
マ
干
潟
は
、
、
足
マ

あ
り
、
川
一
淀
川
い
携
で
考
り
、

A
tガ
芝
、
奇
人
寸
く

舎
に
敦
士
尺
の
場
で
あ
フ
た
。

ー
が

L
、
埋
め
守
一
マ
に
よ

3
崩
発
℃
共
に
、
ぁ

寸
ノ
ミ
つ
に
釈
が
主
ち
、
料
品

U
Aキ
＼
鉄
条
網
か
珠

山、
ノれ
、
未
り
壊
す
立
ち
始
め
た
。
本
達
子
供
は

つ
り
き
の
う
ま
で
迫
ん
で
り
た
）
庁
る
の
で
、
何
の

玄
寸
務
局
U
斗
円
i

斗
，
引
・
寸

O
T－－

b

中
村
双
子

谷
津
干
潟
愛
護
研
究
会

〒

m
習
志
野
市
谷
津
三

l
二
五
！
十
一

電
話

O
四
七
四
｜
日
｜
五
O
四
回

丈
責
ム
ゑ
田
三
、
専

才3可q号

n
H
U
 

l
 

ハU－
 

p
’hu 

内
V
A
υ

内
可

l

会費牟2000

倉＇I 主
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た
丸
、
石
ー
に
け
っ
そ
の
よ
う
に
入
フ
て
り
っ
た
に
ノ
、

つ
あ
り
‘
こ
ヲ
ち
は
た
め
か
へ
、
あ
フ
吃
ノ
に
行
け
ノ
J
L

工
、
一
＝
ロ
ム
川
ホ
た
。
」
3
4
7の
く

y
－A
l＼で、冷パ』

へ
沖
へ
と
延
い
場
は
追
わ
仇
寸
り
ち
た
。

供
。
浄
の
和
溜
り

古
木
木
除
の
ど
ん
ブ
ま
り
に
あ
て
σ
。
A
フ
は
ま

っ
た
く
の
疋
冷
そ
ノ
に
マ
ホ
マ
り
3
。
昔
は
ノ

リ
都
や
ア
サ
リ
さ
帯
、
ん
た
和
、
相
川
内

J

け
知
か

、

浮
μ
で
U

た
。
干
潟
の
砂
↓
と
怒
っ
マ
、
飢
憎
か
浮

介
J

州、
3
ょ
う
け
っ
ぷ
’
」
水
す
え

J

っ
た
。
づ
ま
り
潮
溜

り
で
、
〈
ハ
ア
め
よ
、
フ
に
コ
、

ν
7リ
l
ト

E
Aん
に
さ

石
い
り
。
た
た
そ
れ
た
け
の
、
凍
姶
的
忍
港
で
為
3
。

ご
と
か
、
う
総
ヴ
沖
へ
広

3
為
、
干
潟
町
中
に

浄
土
曜
リ
、
そ
こ
を
知
ざ
通
っ
た
。
ク
仇
市

h
守

呼
ん
で

U

た
。
号
、
の
恥
み
ち
を
作
、
う
る

オノ

γ」

υγ
」
、
干
潮
時
に
ほ
れ
怖
か
沖
ヘ
ム
ム
い
つ
れ
な
か
っ
た
。

今lま朽ヲ月とて、使命爪るく去った枚犠う 'r: 

~。時全魚、す、は庁ヨ、サキ、す、、どまフて l) 吉o 



りていの斗，，、JVべ、

朽ちゆく流木ごとで生ま小たカモ iまの木りど
国

3つ4

C
仙
川
、
介
、
レ
千
め
木
か
九
万
た
人
で
斗
づ
。

F
L
う
、

8
4
x亡
の
同
片
目
が
過
半
ヘ
ノ
ま

L
た。

例
外
口
／
＼
に
、
希
フ
ヰ
ヘ
ノ
恰
l

フ
ス
打
ち
た
人
で

あ
っ
た
カ
ス
か
イ
を
き
か
忍
く
ム
フ
た
の
で

〔
上
う
。
ご
す
り
と
、
殺
の
哲
寸
七
片
ノ
に
と

3

かJ

フ
マ
い
り
ま
し
た
。

A
7
2
で
、
た
く
き
ん
の
人
＋
蓬
を
み
（
い
ヘ
ノ
廿
＼

休
ま
マ
て
く
れ
ま
し
た
。
泳
、
木
ト
火
、
為
り

沙
ど
う
。
宕
を
作
フ
た
頃
の
と
γ
」
’
＋
と
苅
A
U
A
A

4

う
石
4
0
こ
の
下
で
コ
4

パ
ロ
や
か
噌
初
り
マ
り
た
八
。

i

八
さ
会

y
盈－
o

恥
L
ヤ
〈
臥
り
の
で
す
。

づ
ま
り
、
谷
津
『
↑
、
潟
で
ム
ア
手
生
ま
刷
、
こ

ご
で
4
人
き
く
ふ
っ
た
タ
ん
が
更
で
斗
フ
。

干
潟
の
す
ぐ
近
く
に
住
み
、
毎
日
、
執
パ
民

タ
ぷ
散
歩
が
づ
に
い
片
ノ
叡
索
（
て
り

3
会
員

の
ム
ム
存
ざ
ん
。
託
ー
に
よ
玄
と
、
三
つ
が
け
は

尽
か
に
整
合
領
l

＼
八
L
寸
づ
す
り
の
殺
マ
寸
か

り
た
γ
了
一
一
色
、
フ

9

カ
ん
が
そ
は
力
そ
の
白
ー
で
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